
千
九
百
七
十
六
年
の
海
事
債
権
に
つ
い
て
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
条
約

を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
六
年
の
議
定
書



　
　
　

千
九
百
七
十
六
年
の
海
事
債
権
に
つ
い
て
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
条
約
を
改
正
す
る
千
九
百
九
十
六
年
の
議
定
書

　

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
は
、

　

賠
償
の
拡
充
に
つ
い
て
定
め
、
及
び
制
限
額
を
改
正
す
る
た
め
の
簡
易
な
手
続
を
定
め
る
た
め
、
千
九
百
七
十
六
年
十
一
月

十
九
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
海
事
債
権
に
つ
い
て
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
条
約
を
改
正
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

を
考
慮
し
て
、

　

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

　
　
　
　

第
一
条

　

こ
の
議
定
書
の
適
用
上
、

１　

「
条
約
」
と
は
、
千
九
百
七
十
六
年
の
海
事
債
権
に
つ
い
て
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
条
約
を
い
う
。

２　

「
機
関
」
と
は
、
国
際
海
事
機
関
を
い
う
。

３　

「
事
務
局
長
」
と
は
、
機
関
の
事
務
局
長
を
い
う
。

　
　
　
　

第
二
条

一



　

条
約
第
三
条
�
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

�　

救
助
に
基
づ
く
債
権
（
適
当
な
場
合
に
は
、
千
九
百
八
十
九
年
の
海
難
救
助
に
関
す
る
国
際
条
約
（
そ
の
改
正
を
含

む
。
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
の
補
償
に
係
る
債
権
を
含
む
。
）
又
は
共
同
海
損
の
分
担
に
基
づ
く
債
権

　
　
　
　

第
三
条

　

条
約
第
六
条
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

１　

一
の
事
故
に
よ
り
生
ず
る
債
権
で
次
条
に
規
定
す
る
債
権
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
の
責
任
の
限
度
額
は
、
次
の
と
お
り

計
算
す
る
。

　
　

�　

死
亡
又
は
身
体
の
傷
害
に
関
す
る
債
権
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額

　
　
　

��
 
　

二
千
ト
ン
以
下
の
ト
ン
数
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
百
万
計
算
単
位

　
　
　

��
 
　

二
千
ト
ン
を
超
え
る
ト
ン
数
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千
ト
ン
を
超
え
る
部
分
を
次
の
と
お
り
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
に
応
じ
て
計
算
し
た
計
算
単
位
を
当
該
船
舶
の
ト
ン
数
に
達
す
る
ま
で
順
次
加
算
し
て
得
た
計
算
単
位
と

��
 

の
計
算
単
位
と
を
合
算
し
た
計
算
単
位

　
　
　
　
　
　

二
千
一
ト
ン
か
ら
三
万
ト
ン
ま
で
の
部
分　

ト
ン
当
た
り
八
百
計
算
単
位

二



　
　
　
　
　
　

三
万
一
ト
ン
か
ら
七
万
ト
ン
ま
で
の
部
分　

ト
ン
当
た
り
六
百
計
算
単
位

　
　
　
　
　
　

七
万
ト
ン
を
超
え
る
部
分　

ト
ン
当
た
り
四
百
計
算
単
位

　
　

�　

そ
の
他
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額

　
　
　

��
 
　

二
千
ト
ン
以
下
の
ト
ン
数
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
百
万
計
算
単
位

　
　
　

��
 
　

二
千
ト
ン
を
超
え
る
ト
ン
数
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千
ト
ン
を
超
え
る
部
分
を
次
の
と
お
り
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
に
応
じ
て
計
算
し
た
計
算
単
位
を
当
該
船
舶
の
ト
ン
数
に
達
す
る
ま
で
順
次
加
算
し
て
得
た
計
算
単
位
と

��
 

の
計
算
単
位
と
を
合
算
し
た
計
算
単
位

　
　
　
　
　
　

二
千
一
ト
ン
か
ら
三
万
ト
ン
ま
で
の
部
分　

ト
ン
当
た
り
四
百
計
算
単
位

　
　
　
　
　
　

三
万
一
ト
ン
か
ら
七
万
ト
ン
ま
で
の
部
分　

ト
ン
当
た
り
三
百
計
算
単
位

　
　
　
　
　
　

七
万
ト
ン
を
超
え
る
部
分　

ト
ン
当
た
り
二
百
計
算
単
位

　
　
　
　

第
四
条

　

条
約
第
七
条
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

１　

一
の
事
故
に
よ
り
生
ず
る
船
舶
の
旅
客
の
死
亡
又
は
身
体
の
傷
害
に
関
す
る
債
権
に
つ
い
て
の
当
該
船
舶
の
船
舶
所
有

三



者
の
責
任
の
限
度
額
は
、
十
七
万
五
千
計
算
単
位
に
当
該
船
舶
が
当
該
船
舶
に
係
る
証
書
に
従
い
運
送
す
る
こ
と
を
認
め

ら
れ
て
い
る
旅
客
の
数
を
乗
じ
た
金
額
と
す
る
。

　
　
　
　

第
五
条　

　

条
約
第
八
条
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

２　

国
際
通
貨
基
金
の
加
盟
国
で
な
く
、
か
つ
、
自
国
の
法
令
に
よ
り
１
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
国
は
、
批

准
、
受
諾
若
し
く
は
承
認
を
条
件
と
す
る
こ
と
の
な
い
署
名
の
時
に
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
若
し
く
は
加
入
の
時
に
又
は

そ
の
後
い
つ
で
も
、
自
国
の
領
域
に
お
い
て
適
用
す
る
こ
の
条
約
に
い
う
責
任
の
限
度
額
を
次
の
と
お
り
定
め
る
こ
と
を

宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

�　

第
六
条
１
�
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額

　
　
　

��
 
　

二
千
ト
ン
以
下
の
ト
ン
数
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
三
千
万
貨
幣
単
位

　
　
　

��
 
　

二
千
ト
ン
を
超
え
る
ト
ン
数
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千
ト
ン
を
超
え
る
部
分
を
次
の
と
お
り
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
に
応
じ
て
計
算
し
た
貨
幣
単
位
を
当
該
船
舶
の
ト
ン
数
に
達
す
る
ま
で
順
次
加
算
し
て
得
た
貨
幣
単
位
と

��
 

の
貨
幣
単
位
と
を
合
算
し
た
貨
幣
単
位

四



　
　
　
　
　
　

二
千
一
ト
ン
か
ら
三
万
ト
ン
ま
で
の
部
分　

ト
ン
当
た
り
一
万
二
千
貨
幣
単
位

　
　
　
　
　
　

三
万
一
ト
ン
か
ら
七
万
ト
ン
ま
で
の
部
分　

ト
ン
当
た
り
九
千
貨
幣
単
位

　
　
　
　
　
　

七
万
ト
ン
を
超
え
る
部
分　

ト
ン
当
た
り
六
千
貨
幣
単
位

　
　

�　

第
六
条
１
�
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
金
額

　
　
　

��
 
　

二
千
ト
ン
以
下
の
ト
ン
数
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
千
五
百
万
貨
幣
単
位

　
　
　

��
 
　

二
千
ト
ン
を
超
え
る
ト
ン
数
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
二
千
ト
ン
を
超
え
る
部
分
を
次
の
と
お
り
区
分
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
区
分
に
応
じ
て
計
算
し
た
貨
幣
単
位
を
当
該
船
舶
の
ト
ン
数
に
達
す
る
ま
で
順
次
加
算
し
て
得
た
貨
幣
単
位
と

��
 

の
貨
幣
単
位
と
を
合
算
し
た
貨
幣
単
位

　
　
　
　
　
　

二
千
一
ト
ン
か
ら
三
万
ト
ン
ま
で
の
部
分　

ト
ン
当
た
り
六
千
貨
幣
単
位

　
　
　
　
　
　

三
万
一
ト
ン
か
ら
七
万
ト
ン
ま
で
の
部
分　

ト
ン
当
た
り
四
千
五
百
貨
幣
単
位

　
　
　
　
　
　

七
万
ト
ン
を
超
え
る
部
分　

ト
ン
当
た
り
三
千
貨
幣
単
位

　
　

�　

前
条
１
の
債
権
に
つ
い
て
は
、
二
百
六
十
二
万
五
千
貨
幣
単
位
に
船
舶
が
当
該
船
舶
に
係
る
証
書
に
従
い
運
送
す
る

こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
旅
客
の
数
を
乗
じ
た
金
額

五



　
　

第
六
条
２
及
び
３
の
規
定
は
、
�
及
び
�
の
債
権
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
　
　

第
六
条

　

条
約
第
十
五
条
３
の
次
に
３
の
二
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

３
の
二　

締
約
国
は
、
第
七
条
１
に
定
め
る
責
任
の
限
度
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
舶
の
旅
客
の
死
亡
又
は
身
体
の
傷
害
に
関

す
る
債
権
に
つ
い
て
適
用
す
る
責
任
制
度
を
自
国
の
法
令
に
よ
り
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
責
任
の
限
度
額

は
、
同
条
１
に
定
め
る
金
額
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
３
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
締
約
国
は
、
採
用
す
る
責
任

の
限
度
額
又
は
責
任
の
限
度
を
定
め
て
い
な
い
場
合
に
は
そ
の
旨
を
事
務
局
長
に
通
報
す
る
。

　
　
　
　

第
七
条

　

条
約
第
十
八
条
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

１　

い
ず
れ
の
国
も
、
署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
若
し
く
は
加
入
の
際
に
又
は
そ
の
後
い
つ
で
も
、
次
の
権
利
を
留
保
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

�　

第
二
条
１
�
及
び
�
の
規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
権
利

　
　

�　

千
九
百
九
十
六
年
の
危
険
物
質
及
び
有
害
物
質
の
海
上
運
送
に
関
連
す
る
損
害
に
対
す
る
責
任
及
び
賠
償
に
関
す
る

六



国
際
条
約
（
そ
の
改
正
又
は
議
定
書
を
含
む
。
）
に
定
め
る
損
害
に
つ
い
て
の
債
権
を
除
外
す
る
権
利

　
　

こ
の
条
約
の
実
体
規
定
に
対
し
他
の
い
か
な
る
留
保
を
付
す
る
こ
と
も
、
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　

第
八
条　

限
度
額
の
改
正

１　

事
務
局
長
は
、
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
少
な
く
と
も
二
分
の
一
（
た
だ
し
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
六
箇
国
以
上

と
す
る
。
）
の
要
請
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
条
約
第
六
条
１
、
第
七
条
１
及
び
第
八
条
２

に
定
め
る
限
度
額
の
改
正
案
を
機
関
の
す
べ
て
の
加
盟
国
及
び
す
べ
て
の
締
約
国
に
送
付
す
る
。

２　

１
の
規
定
に
よ
り
提
案
さ
れ
、
か
つ
、
送
付
さ
れ
た
改
正
案
は
、
送
付
さ
れ
た
日
の
後
六
箇
月
目
の
日
以
後
に
行
わ
れ
る

審
議
の
た
め
機
関
の
法
律
委
員
会
（
以
下
「
法
律
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
付
託
す
る
。

３　

こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
条
約
の
す
べ
て
の
締
約
国
は
、
機
関
の
加
盟
国
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
改
正
案

の
審
議
及
び
採
択
の
た
め
法
律
委
員
会
の
審
議
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
。

４　

改
正
案
は
、
３
の
規
定
に
よ
り
拡
大
さ
れ
た
法
律
委
員
会
に
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ

れ
た
条
約
の
締
約
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
採
択
す
る
。
た
だ
し
、
投
票
の
際
に
こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て

改
正
さ
れ
た
条
約
の
締
約
国
の
少
な
く
と
も
二
分
の
一
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

七



５　

法
律
委
員
会
は
、
限
度
額
の
改
正
案
に
つ
い
て
決
定
を
行
う
場
合
に
は
、
事
故
の
経
験
、
特
に
そ
れ
ら
の
事
故
に
よ
っ
て

生
じ
た
損
害
の
額
、
貨
幣
価
値
の
変
動
及
び
そ
の
改
正
案
が
保
険
の
費
用
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
慮
す
る
。

６
�　

こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
限
度
額
の
改
正
は
、
こ
の
議
定
書
が
署
名
の
た
め
に
開
放
さ
れ
た
日
か
ら
五
年

を
経
過
す
る
時
ま
で
審
議
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
先
に
行
わ
れ
た
改
正
が
効
力
を
生

じ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
す
る
時
ま
で
審
議
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

�　

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
条
約
に
定
め
る
限
度
額
に
つ
き
こ
の
議
定
書
が
署
名
の
た

め
に
開
放
さ
れ
た
日
か
ら
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
複
利
に
よ
る
計
算
を
し
て
得
た
増
額
分
と
当
該
限
度
額
と
の
合
計
額
を
超

え
る
よ
う
な
引
上
げ
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

�　

限
度
額
に
つ
い
て
は
、
こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
条
約
に
定
め
る
限
度
額
に
三
を
乗
じ
た
額
を
超
え
る
よ
う

な
引
上
げ
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

７　

機
関
は
、
４
の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
改
正
を
す
べ
て
の
締
約
国
に
通
告
す
る
。
改
正
は
、
通
告
の
日
の
後
十
八
箇

月
の
期
間
が
満
了
し
た
時
に
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
間
内
に
、
改
正
の
採
択
の
時
に
締
約
国

で
あ
っ
た
国
の
四
分
の
一
以
上
が
事
務
局
長
に
対
し
そ
の
改
正
を
受
諾
し
な
い
旨
の
通
知
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
改
正

八



は
、
拒
否
さ
れ
、
効
力
を
生
じ
な
い
。

８　

７
の
規
定
に
よ
り
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
改
正
は
、
そ
の
受
諾
の
後
十
八
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。

９　

す
べ
て
の
締
約
国
は
、
改
正
が
効
力
を
生
ず
る
日
の
少
な
く
と
も
六
箇
月
前
に
第
十
二
条
１
及
び
２
の
規
定
に
基
づ
い
て

こ
の
議
定
書
を
廃
棄
し
な
い
限
り
、
そ
の
改
正
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
。
そ
の
廃
棄
は
、
そ
の
改
正
が
効
力
を
生
ず
る
時
に

効
力
を
生
ず
る
。

　
　

改
正
が
採
択
さ
れ
た
後
受
諾
の
た
め
の
十
八
箇
月
の
期
間
が
満
了
す
る
ま
で
の
間
に
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
と
な
っ
た
国

10
は
、
そ
の
改
正
が
効
力
を
生
ず
る
場
合
に
は
、
そ
の
改
正
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
。
そ
の
期
間
が
満
了
し
た
後
に
締
約
国
と

な
る
国
は
、
７
の
規
定
に
よ
り
受
諾
さ
れ
た
改
正
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
国
は
、
改
正

が
効
力
を
生
ず
る
時
に
、
又
は
こ
の
議
定
書
が
当
該
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
時
が
そ
れ
よ
り
も
遅
い
と
き
は
そ
の
時

に
、
そ
の
改
正
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
。

　
　
　
　

第
九
条

１　

条
約
及
び
こ
の
議
定
書
は
、
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
の
間
に
お
い
て
、
単
一
の
文
書
と
し
て
一
括
し
て
読
ま
れ
、
か
つ
、

解
釈
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

九



２　

こ
の
議
定
書
の
締
約
国
で
あ
る
が
条
約
の
締
約
国
で
な
い
国
は
、
こ
の
議
定
書
の
他
の
締
約
国
と
の
関
係
に
お
い
て
は
こ

の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
条
約
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
が
、
条
約
の
み
の
締
約
国
と
の
関
係
に
お
い
て
は
条
約
に

よ
っ
て
拘
束
さ
れ
な
い
。

３　

こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
条
約
は
、
こ
の
議
定
書
が
各
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
後
に
発
生
し
た
事
故
に
よ

り
生
ず
る
債
権
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

４　

こ
の
議
定
書
の
い
か
な
る
規
定
も
、
条
約
の
締
約
国
で
あ
る
が
こ
の
議
定
書
の
締
約
国
で
な
い
国
に
対
す
る
条
約
及
び
こ

の
議
定
書
の
双
方
の
締
約
国
で
あ
る
国
の
義
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　

最
終
規
定

　
　
　
　

第
十
条　

署
名
、
批
准
、
受
諾
、
承
認
及
び
加
入

１　

こ
の
議
定
書
は
、
千
九
百
九
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
千
九
百
九
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
、
機
関
の
本
部
に
お
い
て
、
す

べ
て
の
国
に
よ
る
署
名
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

２　

い
ず
れ
の
国
も
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
こ
の
議
定
書
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
を
表
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
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�　

批
准
、
受
諾
又
は
承
認
を
条
件
と
す
る
こ
と
な
く
署
名
す
る
こ
と
。

　

�　

批
准
、
受
諾
又
は
承
認
を
条
件
と
し
て
署
名
し
た
後
、
批
准
し
、
受
諾
し
、
又
は
承
認
す
る
こ
と
。

　

�　

加
入
す
る
こ
と
。

３　

批
准
、
受
諾
、
承
認
又
は
加
入
は
、
そ
の
た
め
の
文
書
を
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

４　

こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
条
約
に
つ
い
て
そ
の
後
改
正
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
そ
の
後
の
改
正
が
効
力

を
生
じ
た
後
に
寄
託
さ
れ
る
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
又
は
加
入
書
は
、
こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
、
か
つ
、
当

該
そ
の
後
の
改
正
が
行
わ
れ
た
条
約
に
係
る
も
の
と
み
な
す
。

　
　
　
　

第
十
一
条　

効
力
発
生

１　

こ
の
議
定
書
は
、
十
の
国
が
こ
の
議
定
書
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
を
表
明
し
た
日
の
後
九
十
日
で
効
力
を

生
ず
る
。

２　

こ
の
議
定
書
は
、
１
に
規
定
す
る
効
力
発
生
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
後
に
こ
の
議
定
書
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

同
意
を
表
明
す
る
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
同
意
が
表
明
さ
れ
た
日
の
後
九
十
日
で
効
力
を
生
ず
る
。

　
　
　
　

第
十
二
条　

廃
棄

一
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１　

締
約
国
は
、
こ
の
議
定
書
が
自
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
日
の
後
は
、
い
つ
で
も
こ
れ
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

廃
棄
は
、
事
務
局
長
に
廃
棄
書
を
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

３　

廃
棄
は
、
事
務
局
長
へ
の
廃
棄
書
の
寄
託
の
後
十
二
箇
月
で
、
又
は
廃
棄
書
に
明
記
す
る
こ
れ
よ
り
も
長
い
期
間
の
後

に
、
効
力
を
生
ず
る
。

４　

こ
の
議
定
書
の
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
条
約
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
う
条
約
の
廃
棄
は
、
こ
の
議
定
書
の
締
約

国
の
間
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
条
約
の
廃
棄
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

第
十
三
条　

改
正

１　

機
関
は
、
こ
の
議
定
書
の
改
正
の
た
め
の
会
議
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

機
関
は
、
締
約
国
の
三
分
の
一
以
上
か
ら
の
要
請
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
議
定
書
の
改
正
の
た
め
の
締
約
国
会
議
を
招

集
す
る
。

　
　
　
　

第
十
四
条　

寄
託
者

１　

こ
の
議
定
書
及
び
第
八
条
の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
改
正
は
、
事
務
局
長
に
寄
託
す
る
。

２　

事
務
局
長
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

一
二



　

�　

署
名
国
又
は
加
入
国
に
対
し
て
次
の
事
項
を
通
知
す
る
こ
と
。

　
　

��
 
　

新
た
に
行
わ
れ
た
署
名
又
は
文
書
の
寄
託
及
び
そ
の
署
名
又
は
寄
託
の
日

　
　

��
 
　

こ
の
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
条
約
第
八
条
２
の
規
定
及
び
条
約
第
八
条
４
の
規
定
に
基
づ
く
宣
言
及
び
通
報

　
　

��
 
　

こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日

　
　

��
 
　

第
八
条
１
の
規
定
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
限
度
額
の
改
正
案

　
　

��
 
　

第
八
条
４
の
規
定
に
従
っ
て
採
択
さ
れ
た
改
正

　
　

��
 
　

第
八
条
７
の
規
定
に
よ
り
受
諾
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
改
正
並
び
に
そ
の
改
正
が
同
条
８
及
び
９
の
規
定
に
よ

り
効
力
を
生
ず
る
日

　
　

��
 
　

こ
の
議
定
書
の
廃
棄
書
の
寄
託
、
そ
の
寄
託
の
日
及
び
そ
の
廃
棄
が
効
力
を
生
ず
る
日

　

�　

す
べ
て
の
署
名
国
及
び
こ
の
議
定
書
に
加
入
す
る
す
べ
て
の
国
に
対
し
、
こ
の
議
定
書
の
認
証
謄
本
を
送
付
す
る
こ

と
。

３　

事
務
局
長
は
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
じ
た
と
き
は
直
ち
に
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の
規
定
に
従
い
、
そ
の
条
約

文
を
登
録
及
び
公
表
の
た
め
国
際
連
合
事
務
局
に
送
付
す
る
。

一
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第
十
五
条　

言
語

　

こ
の
議
定
書
は
、
ひ
と
し
く
正
文
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
及
び
ス
ペ
イ
ン
語
に

よ
り
原
本
一
通
を
作
成
す
る
。

　

千
九
百
九
十
六
年
五
月
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
し
た
。

　

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

一
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